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研究成果の概要（和文）：本研究は、「境界のマネジメント」という視点から、イノベーション

を実現していく仕組みや過程を理解することを目的とし、主として三つの産業（情報通信、自

動車、バイオテクノロジー）をめぐる実証研究を行った。研究成果全体を通じて、イノベーシ

ョン、競争優位の実現にとって、境界を所与のもの、安定したものとすることなく、多層的、

動態的にマネジメントを進めていくことが重要であり、その点において日本企業は課題を抱え

ていることが示された。また、「境界のマネジメント」という視点に基づく研究の重要性と発展

の可能性が明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：This research project conducted a series of empirical studies to 
understand how firms carry out innovations from an over-arching perspective of 
“management of boundaries” in the field of information and communication, automobile, 
and biotechnology industries. Over all, our studies indicated that it would be important 
to manage boundaries as multi-layered and dynamic, rather than given and static, in order 
to achieve innovation and competitive advantage, and Japanese firms need to improve their 
capabilities for such management. Also, this project showed that further research based 
on the perspective of “management of boundaries” would be valuable and promising.  
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１．研究開始当初の背景 
企業の事業活動とその革新の成否を大きく左
右する要因として一つの鍵となるのが、人工
物システムの「境界をどのように設定し、境

界内と境界外で要素間の相互作用をどのよう
に制御するのか」という問題をめぐるマネジ
メント、すなわち、「境界のマネジメント」
である。経営学・経済学における近年のいく
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つかの新しい研究の潮流は、その底流におい
てこの問題を扱っているととらえることがで
きる。 
 
２．研究の目的 
「境界のマネジメント」という視点から、イ
ノベーションを実現していく仕組みや過程を
理解することを目的とした。競争優位の構築
やイノベーションの実現にむけて日本企業が
取り組むべき課題を実証的に明らかにし、ま
たイノベーション研究への新たな理論的視点
の可能性を探り出すことを目指した。 
 
３．研究の方法 
最近の研究の流れを受け止めながら、「境界
のマネジメント」という基本的な視点を設定
し、主として①情報通信産業、②自動車産業、
③バイオテクノロジー産業の三つの研究領
域をとりあげて実証研究に取り組んだ。それ
ぞれの領域の主たる研究課題は以下の通り： 
(1)情報通信産業における事業活動と企業の
境界の関係 
(2)自動車産業における生産活動をめぐる資
本の境界と製品アーキテクチャの関係 
(3)バイオテクノロジー産業における地理
的・行政単位の境界とイノベーション促進型
ネットワークの関係。 
これらの各研究領域で個別に実証研究を進
めると同時に、相互に研究成果を共有しつつ、
「境界のマネジメント」という理論的な視点
の可能性を検討する作業にも取り組んだ。こ
のための場として、内外の研究者と研究成果
について議論する機会も設けた。 
 
４．研究成果 
三つの研究領域ごとに多くの個別の研究成
果が生み出され、著作物、論文、学会発表な
どを通じて内外で広く発表した。 
代表的な研究成果として、以下のものがあげ
られる。情報通信産業をめぐる研究では、複
数の市場にまたがる競争や多様な企業、多様
な事業活動から構成されるエコシステムの
マネジメントの重要性と課題が明らかにさ
れた。自動車産業をめぐる研究では、系列シ
ステムを個別取引ではなく複数取引の中で
マネジメントしていくことの重要性が明ら
かにされた。バイオテクノロジー産業をめぐ
る研究では、組織境界を越えた柔軟な産学官
連携ネットワークの重要性が明らかにされ
た。 
こうした個別の研究成果に加え、これらの成
果を内外の研究者とともに総括的に検討す
る場を設け、そこでの議論によって、研究全
体を通じて、境界を所与のもの・安定したも
のとすることなく、多層的・動態的にマネジ
メントを進めていことがイノベーション、競
争優位の実現にとって重要であり、その点に

おいて日本企業は課題を抱えていることが
示めされた。また、「境界のマネジメント」
という視点が重要であり、この視点に基づく
研究がさらなる発展の可能性を備えている
ことが明らかになった。 
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